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３次の高非線形過程などを介して得られる

スーパーコンティニウム（SC）光は，光コヒ

ーレンストモグラフィや分光計測などの光学

的測定方法において多く用いられる重要な光

源である．SC 光のコヒーレンスはこれらの光

学的測定の精度を決定するパラメータであり，

数値計算や実験結果に基づく解析から近年そ

の性質が明らかになりつつある．これらの先行

研究によれば，SC 光の周波数成分間のコヒー

レンスは非常に大きな非線形過程における広

帯域化の中で失われ，大きなノイズを持つとさ

れている [1,2]． 

しかし，先行研究で報告されているコヒーレ

ンスの喪失は，波長（もしくは時間）という限

られた基底に関しての解析結果しか与えられ

ていない．そこで，適切な基底変換を施すこと

により，ノイズにまみれたパルスの周波数モー

ドの中からコヒーレントなモードを見つける

ことができるのではないかと考えた． 

我々が SC光内の光子数相関を取得するため

に用いた実験系をFig. 1に示す．Photonic crystal 

fiberにフェムト秒パルスを入射してSC光を得

た．その後，プリズムによってパルスを周波数

成分ごとに分離し，可動ナイフエッジによって

周波数フィルタリングを行い，光子数ノイズレ

ベルを測定することで，周波数領域における光

子数共分散行列を取得した（Fig.2）．  

この共分散行列の解析の結果，580~860 nm

の帯域で-3.8 dB の超広帯域スクイズド光が得

られることを明らかにした．我々は，この超広

帯域光子数スクイズド光がショットノイズレ

ベル以下の測定精度を持つ分光測定やコヒー

レンストモグラフィを可能すると期待してい

る． 

 

Fig. 1 実験セットアップ 

 

Fig. 2 正規化された光子数共分散行列 
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